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詳細は、P4「まちの話題」をご覧ください。



中頓別町くらしごと窓口の創設

〈持続可能な地域社会を創る〉

　

令
和
元
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

「
過
疎
地
域
に
お
け
る
働
き
方
改
革

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
移
住
者
の

受
け
入
れ
促
進
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
令
和
3
年
3
月
か
ら
、

中
頓
別
町
無
料
職
業
紹
介
所
の
開
設

を
先
行
し
て
実
施
し
、
10
月
末
か
ら

は
移
住
に
関
連
す
る
情
報
を
一
元
的

に
発
信
す
る
W
E
B
サ
イ
ト
「
中
頓

別
町
く
ら
し
ご
と
窓
口
」
を
開
設
し

ま
す
。
今
号
で
は
、
「
中
頓
別
町
く

ら
し
ご
と
窓
口
」
の
機
能
や
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

中
頓
別
町
無
料
職
業
紹
介
所
と
は
？

　
移
住
者
が
必
要
な
情
報
に
「
求
人

情
報
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
住
検

討
者
に
最
新
の
求
人
情
報
を
提
供
す

る
町
内
事
業
者
の
求
人
情
報
を
集

め
、
発
信
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
令

和
3
年
3
月
に
中
頓
別
無
料
職
業
紹

介
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
中
頓
別
町
無
料
職
業
紹
介
所
の
開

設
に
よ
り
、
町
内
の
事
業
者
は
求
人

情
報
を
い
ち
早
く
発
信
で
き
、
求
職

者
は
、
資
格
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
な

ど
を
活
か
し
た
就
業
場
所
を
見
つ
け

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
頓
別

町
無
料
職
業
紹
介
所
で
は
、
求
職
者

が
望
む
働
き
方
に
合
わ
せ
て
勤
務
時

間
を
調
整
す
る
な
ど
事
業
者
と
交
渉

し
、
事
業
者
と
求
職
者
、
双
方
の
希

望
に
合
う
斡
旋
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
後
、
短
時
間
労
働
な
ど
の
様
々

な
求
人
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

移
住
者
の
受
け
入
れ
促
進
だ
け
で
は

な
く
、
町
民
の
方
々
が
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
、
多
様
な
働
き
方
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

﹁
中
頓
別
町
く
ら
し
ご
と
窓
口
﹂
の
機
能

　「
中
頓
別
町
く
ら
し
ご
と
窓
口
」

は
、
移
住
を
検
討
す
る
方
の
「
新
し

い
環
境
に
対
す
る
不
安
」、「
自
分
に

合
っ
た
仕
事
が
あ
る
の
か
」
と
い
っ

た
悩
み
に
対
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
事
業
の
一
環
と
し
て
、

中
頓
別
町
職
業
紹
介
所
の
開
設
、
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の
設

立
な
ど
の
「
し
ご
と
」
に
関
す
る
取

り
組
み
を
進
め
、
中
頓
別
町
で
の
暮

ら
し
、
住
宅
情
報
、
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
と
い
っ
た
情
報
を
集
約
し
、
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
窓
口
を
通

し
て
、
相
談
者
の
よ
り
良
い
暮
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
、
移
住
相
談
や
情

報
提
供
、
関
係
者
と
の
調
整
を
行
う

こ
と
で
、
移
住
し
や
す
い
環
境
を
整

え
ま
す
。
中
頓
別
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
移
住
を
検
討
す
る
に

あ
た
っ
て
、
必
要
な
子
育
て
や
お
た

め
し
暮
ら
し
と
い
っ
た
情
報
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
に
分
散
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
回
開
設
す
る
「
中
頓
別

町
く
ら
し
ご
と
窓
口
」
の
W
E
B
サ

イ
ト
で
は
、
移
住
に
関
す
る
情
報
を

集
約
し
、
見
や
す
く
配
置
す
る
と
と

も
に
、
中
頓
別
町
で
過
ご
す
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き

る
情
報
を
一
元
的
に
発
信
し
、
魅
力

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　
令
和
2
年
6
月
に
法
改
正
に
よ
り
、

労
働
者
派
遣
を
届
出
制
で
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
中
頓
別
町
は
、
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
を
設
立
し
、

令
和
4
年
4
月
か
ら
、
事
業
を
開
始

し
ま
す
。

　
こ
の
組
合
は
、
地
域
の
仕
事
を
組

み
合
わ
せ
、
労
働
者
を
町
内
の
事
業

者
へ
派
遣
す
る
こ
と
で
、
繁
忙
期
な

ど
の
一
時
的
な
人
手
不
足
を
補
い
ま

す
。
繁
忙
期
の
仕
事
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
安
定
的
な
雇
用
創
出
と

暮
ら
し
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、「
中
頓
別

町
く
ら
し
ご
と
窓
口
」
は
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
創
る
た
め
、
中
頓

別
町
の
課
題
を
「
く
ら
し
」
と
「
し

ご
と
」
の
両
面
か
ら
補
完
す
る
中
核

と
し
て
、
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

「
中
頓
別
町
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
」
制
度
説
明
会
の
お
知
ら

せ
は
、
P
8
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

過疎地域における働き方改革プロジェクト

令和3年度第2回働き方改革推進委員会(令和3年9月27日開催)
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 中頓別町くらしごと窓口の機能

移住者や町民の方に向けて、「しごと」、「住む」、
「暮らす」、「育てる」をテーマに情報発信し、
持続可能な地域社会を目指す。
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ク
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無
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業
紹
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所
の
開
設

を
先
行
し
て
実
施
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、
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す
る
情
報
を
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「
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介
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介
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検
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。
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験
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双
方
の
希

望
に
合
う
斡
旋
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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検
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検
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介
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。
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令
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、
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。
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を
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わ
せ
、
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者
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繁
忙
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ど
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的
な
人
手
不
足
を
補
い
ま
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。
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期
の
仕
事
を
組
み
合
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せ

る
こ
と
で
、
安
定
的
な
雇
用
創
出
と

暮
ら
し
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、「
中
頓
別

町
く
ら
し
ご
と
窓
口
」
は
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
を
創
る
た
め
、
中
頓

別
町
の
課
題
を
「
く
ら
し
」
と
「
し

ご
と
」
の
両
面
か
ら
補
完
す
る
中
核

と
し
て
、
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

「
中
頓
別
町
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
」
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度
説
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の
お
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せ
は
、
P
8
イ
ン
フ
ォ
メ
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シ
ョ
ン
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だ
さ
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住む

暮らす

育てる

情 報 の
集 約・発 信

中頓別町
くらしごと
窓口

　しごと
・無料職業
　紹介所
・特定地域
　づくり事業
　協同組合

SNS などで
情報発信

検索
相談

移住者

町民
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8
月
25
日
、
認
定
こ
ど
も
園
の
園

庭
で
、
春
に
植
え
た
ニ
ン
ジ
ン
や
タ

マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
4
組
の
親
子
が
参
加
し
、

体
験
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

初
め
て
体
験
す
る
野
菜
の
収
穫
に
大

興
奮
。
中
に
は
、
初
め
て
と
は
思
え

な
い
慣
れ
た
手
つ
き
で
掘
り
起
こ
す

子
ど
も
も
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
野

菜
は
、
栄
養
講
座
で
手
作
り
お
や
つ

と
し
て
調
理
し
、
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

9
月
5
日
、
中
頓
別
町
内
で
第
42

回
町
民
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
10
チ
ー
ム
、
45
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
敏
音
知

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
中

頓
別
町
役
場
前
ま
で
の
お
よ
そ
15
㎞

で
す
。
第
1
区
か
ら
第
4
区
ま
で
を

4
人
で
走
り
、
タ
ス
キ
を
繋
い
で
行

き
ま
し
た
。
1
番
早
か
っ
た
チ
ー
ム

は
、
中
学
生
「
A
S
K
G
」
で
、
1

時
間
7
分
31
秒
で
し
た
。

　
9
月
7
日
、
社
会
福
祉
法
人
南
宗

谷
福
祉
会
天
北
厚
生
園
で
野
菜
の
収

穫
が
行
わ
れ
、
認
定
こ
ど
も
園
の
5

歳
児
ク
ラ
ス
の
園
児
が
収
穫
に
行
き

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
フ
ル
ー
ツ

ト
マ
ト
な
ど
3
種
類
の
ト
マ
ト
の
収

穫
を
行
い
、
お
い
し
そ
う
に
そ
の
ま

ま
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ナ
ス

ビ
や
ピ
ー
マ
ン
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
な

ど
栽
培
さ
れ
て
い
る
様
子
を
初
め
て

見
学
し
、
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
、
社
会
福
祉
法
人
南
宗

谷
福
祉
会
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
寿
園

で
、
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
常
に
換
気
を
行
う
な
ど

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
77
歳
で
喜
寿
を
迎
え
る
沓
澤

力
さ
ん
へ
小
林
町
長
か
ら
、
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
時

に
は
、
参
加
し
た
方
か
ら
拍
手
が
贈

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

タ
ス
キ
を
繋
い
で

第
42
回
町
民
駅
伝
大
会

す
や
わ
く
広
場

野
菜
を
収
穫
し
ま
し
た

新
鮮
野
菜
を
食
べ
ま
し
た

天
北
厚
生
園
で
野
菜
の
収
穫

喜
寿
を
祝
っ
て

長
寿
園
で
敬
老
会
を
実
施
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9
月
15
日
、
21
日
に
認
定
こ
ど
も

園
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る
室
と
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
15
日
に
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
す
て
る

室
で
行
わ
れ
た
読
み
聞
か
せ
で
は
、

「
お
つ
き
さ
ま
こ
ん
ば
ん
わ
」
の
朗

読
を
ペ
ー
プ
サ
ー
ト(

紙
人
形
劇)
付

き
で
行
い
ま
し
た
。
4
組
の
親
子
が

参
加
し
、
子
ど
も
達
は
、
興
味
津
々

な
様
子
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
21
日
に
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、
「
お
つ
き
さ

ま
こ
ん
ば
ん
わ
」
に
加
え
て
、
「
ま

る
ま
る
こ
ろ
こ
ろ
」
や
「
あ
な
た
が

と
っ
て
も
か
わ
い
い
」
の
朗
読
を
し

ま
し
た
。
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
達

は
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
の
方
達
の
優

し
い
朗
読
に
素
直
な
反
応
を
見
せ
、

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
」
大
活
躍

認
定
こ
ど
も
園
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
講
座
を
開
催

　
8
月
30
日
、
9
月
9
日
、
24
日
に

町
民
セ
ン
タ
ー
で
親
子
で
語
っ
て
学

ぶ
生
き
方
ド
リ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
1
回
は
、
相
座
教
育
長
と

s
t
u
d
i
o-

L
代
表
の
山
崎
亮

さ
ん
と
の
対
談
を
通
じ
て
、
中
頓
別

町
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

相
座
教
育
長
は
、
「
中
頓
別
が
心
の

中
に
あ
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
で
、

自
然
体
験
を
体
の
中
に
持
っ
て
欲
し
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
第
2
回
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
ど
ん
な

学
び
の
場
が
有
れ
ば
良
い
か
考
え
ま

し
た
。
学
び
の
楽
し
さ
を
経
験
で
き

る
「
楽
し
く
学
ぶ
」
な
ど
、
学
び
続

け
る
こ
と
が
楽
し
い
と
思
う
町
民
が

増
え
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
山
崎
さ
ん
よ
り
話
さ
れ
ま
し

た
。
第
3
回
は
、
東
京
大
学
牧
野
篤

教
授
を
招
き
、
学
力
や
学
ぶ
力
に
つ

い
て
参
加
者
と
考
え
ま
し
た
。

親
子
で
語
っ
て
学
ぶ
　
全
3
回
講
座
　
基
礎
編

子
ど
も
達
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
　
生
き
方
ド
リ
ル
を
開
催
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国民健康保険病院

院長　
か つ や

勝谷 
たかゆき

孝行

　9月から新たに中頓別町国民健康保険病院の院長に就任した、勝谷院長に来歴や医療方針について、

お話しをうかがいました。

名前　勝谷　孝行

出身　新潟県佐渡市

趣味　映画鑑賞や音楽鑑賞が趣味です。好きな映画のジャンルは、

　　　スパイ映画やアクション映画をよく見ます。

略歴　平成元年に医師免許を取得し、外科医として 30 年以上勤め

　　　ていました。埼玉県の所沢第一病院などの病床数の多い病院

　　　や神奈川県にある山北中央診療所などの病床数の少ない診

　　　療所にも勤務をしていました。また、同じく神奈川県にあ

　　　る神奈川県立こども医療センターでは、小児外科を担当し

　　　ていました。

Ｑ　中頓別町へ来ようと思った理由は何ですか？
Ａ　妻と結婚当初から、将来は無医村の様な人口規模が小さな市町村で医師として、勤めたいと思って

　いました。子どもも 2人いますが、医師となり手がかからなくなったので、今回、インターネットで

　中頓別町の病院に興味を持ちました。特に、自分の力を奮えることができると感じたため、妻と相談し、

　赴任しました。

　

Ｑ　医療方針について聞かせてください。
Ａ　人口の少ない市町村の病院では、医師が個人プレーとなりがちですが、私は、中頓別町民の方の話

　しをよく聞き、「中頓別町国民健康保険病院へ行ったら、何とかなる。」という信頼を得ることが大切

　だと考えています。医療方針という大げさなものではないですが、町民の方などの日常生活や仕事の

　ことなど、どんな話でも時間のゆるす限り、聞いて、信頼関係が築けると良いと考えています。ただ、

　薬が非常に多く出ている方もいるので、相談しながら減らしていければとも思います。

Ｑ　総合診療について聞かせてください。
Ａ　総合診療では、自分の専門性を活かし、診察をして行く点が重要だと考えています。「遠くまで検

　査に行きたくないという方も居るということ」を診療を通じて感じました。胃カメラや大腸カメラな

　どの消化器系を中心とし、中頓別町でできる検査は出来るだけ、中頓別町で行いたいと考えています。

　

Ｑ　町民の方に一言お願いします。
Ａ　身体の不調はもちろんですが、昔の病院の様にいろいろな相談やお話しを聞かせてください。また、

　子どもも 2人育てているので、教育面のことなどもお話しできると思います。すぐに回答できないも

　のは、妻と相談してお伝えしたいと思います。これから、どうぞよろしくお願いします。

中頓別町国民健康保険病院に新しい院長が着任しました！
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　日頃のゴミの分別、知らずに間違っていたことはありませんか？やってしまいがちな捨て方や
分別のポイントをご紹介します。

ごみの捨て方をおさらいしましょう！

知 っ て る と 迷 わ な い！

ごみステーションでのマナー

コンビニのレジ袋に空き缶を入れて
捨てている。

コンビニのレジ袋にでは回収できません。
透明か半透明の袋に入れて出してください。

残飯の入った弁当がそのままプラ類
袋の中に入っている。

残飯は生ゴミ、プラスチック製弁当箱は洗っ
て、指定の袋へ入れて出してください。

紙箱が段ボールと一緒に入っている・
縛っている。

紙箱は紙製容器包装なので、段ボールと分け
て出してください。

空き瓶の分別をせずに一緒の袋に入
っている。

色ごとに空き瓶を小分けした袋を大きな袋に
入れて出してください。

・タイヤは、ゴミステーションに出していただいても回収および適正処理を
　行うことはできません。最寄りのガソリンスタンドや販売店へ相談し、処
　分してください。
・卵、カニ、ホタテの殻は、生ゴミではなく、燃えるゴミで捨ててください。
　袋が破けそうな場合は新聞紙に包んで捨ててください。
・小型家電は箱に入らない場合、指定袋に入れて燃えないゴミで出してくだ
　さい。袋に入らないものは粗大ゴミとして出してください。
・段ボールを止めているホチキスは、無理をして外さなくてＯＫ！

・各種のゴミは、収集日の朝８時までにゴミステーションへ出しましょう。
・ゴミステーションからゴミ袋を持ち出さないようにしましょう。
・ゴミ袋は開けないようにしましょう。
　　回収されないゴミ袋は、ゴミステーションにいつまでも放置されてしまいます。長期間回収されない場
　合は、各自治会で処理することとされていますが、必要に応じて下記のお問い合わせ先の担当者で中身を
　確認して対応させていただく場合があります。
　　町民一人ひとりの少しの気遣いで、美しいまちづくりをして行きたいですね！

▶ 住民グループ　環境衛生担当（01634-6-1111）
▶ 一 般 廃 棄 物 処 分 施 設（01634-6-1453）お問い合わせ

やっていまいがちな捨て方
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　北海道と市町村は、個人住民税の収入確保を図るため、全道統一的な滞納整理の取り組み

として、個人住民税を滞納している方に共同で催告書を発付します。個人住民税を滞納して

いる方は、速やかに納税してください。

お問い合わせ　住民グループ　税務担当 (01634-6-1111)

　　　　　　　北海道宗谷総合振興局税務課 (0162-33-2519)

北海道と市町村は滞納者に対し共同で催告書を発付します

　北海道内の事業場で働くすべての労働者 ( 会社員、パート、アルバイトの方、学生さんな

ど働くすべての方 ) およびその使用者に適用される北海道最低賃金が次にとおり改定されま

す。最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払われる賃金および時間外

等割増賃金は算入されません。また、特定の産業 (「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」、「鉄

工業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製造・

修理業、船体ブロック製造業」) で働く方には、北海道の特定産業別最低賃金が適用されます。

時間額　889 円 ( 効力発生年月日　令和 3年 10 月 1 日 )
お問い合わせ　厚生労働省北海道労働局労働基準部賃金室 (011-709-2311) 内線 3533

みんなチェック！最低賃金

　令和４年４月に「中頓別町特定地域づくり事業協同組合」を開設し、町内事業者様への人

材派遣事業を開始することにいたしました。つきましては、同組合の事業に賛同し出資組合

員として参加いただく事業者様を下記の通り募集いたします。同組合の事業にご興味のあ

る事業者様は担当者までご相談いただくか、もしくは制度説明会へのご出席を賜りますよ

うよろしくお願いいたします。

□制度説明会

　・　中頓別町役場会議室で下記日時に開催いたします。

　　　令和３年１０月１８日 ( 月 )　　１回目　１４：００～　２回目　１８：００～

　　※　参加希望の事業者様は事前に下記お問い合わせまでご連絡願います。

　　※　説明会は約１時間の予定です。

□募集内容

　・　出資組合員となる中頓別町内事業者様

　・　出資金は１口１万円

　・　出資要件は中頓別町で事業場を有する中小企業もしくは個人事業主様

□事業内容

　・　事前に派遣時期や業務内容をお知らせいただいた町内事業者様に、中頓別町特定地域

　　　づくり事業協同組合で無期雇用する職員を派遣する「人材派遣業」です。繁忙期など

　　　の一時的な人手不足の解消に貢献します。

　　※　業務内容に基づき、派遣時間に応じた派遣利用料金がかかります。

お問い合わせ　政策経営室 (01634-6-1111)

「中頓別町特定地域づくり事業協同組合」制度説明会のお知らせ
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ダリン＆マギーの
ALT通信

Aloha Nakatombetsu!
　The foreign language studies curriculum at the elementary school level has come a long way 
and changed drastically over the past 7 years that I have been in Nakatombetsu. For fifth and 
sixth graders, English is now a required subject of study which starts with basic English patterns 
for self-introductions and simple conversations – all what used to be taught as grammar at the 
junior high school level. 
　In September, my fifth-grade class had a unit on introducing citizens and members of their 
town. I made a lesson for them to interview local businesses, including Nakano Shoten, 
Yamafuku Coffee, and Satoimo To Hachimitsu. The unit focused on the “Can you~?” / “Yes, I can. 
/ No, I can’t.” grammar with questions such as “Can you play the guitar well?” Students created 
their own questions based on the unit, as well as brainstormed questions relating to each 
business.
　On September 16, one group of students visited Nakano Shoten, one group did an online 
interview with Yamafuku Coffee, and my group of 6 students went to Satoimo To Hachimitsu for 
their interviews. The bubbliness and friendliness the Nakano’s at Satoimo To Hachimitsu created 
a fun and natural atmosphere for this special lesson.
　Using the information gathered from the interviews, the students will prepare short speeches, 
introducing the people of each respective business. Since the change in the foreign language 
curriculum, I have made this lesson one of the main focuses to promote “JIMOTO-AI,” for 
students to grow a passion and love for their hometown and to learn more about the people who 
live in Nakatombetsu. 

アロハ、中頓別の皆さん！
　僕が中頓別にいた、この７年間、小学校レベルの外国語教育課程は
大きく変わりました。５、６年生にとって英語は必須科目であり、自
己紹介と簡単な英会話のための基本的な英語パターンから始まります。
これらはすべて中学校レベルで文法として教えられていました。
　９月に僕の５年生のクラスには、町民や町の人々を紹介する単元が
ありました。中野商店、ヤマフクコーヒー、里芋と蜂蜜へのインタビ
ューの授業をしました。この単元は、「ギターは上手に弾けますか?」
などの「Can　you　〇〇?」「Yes,　I　can.／No,　I　can’t.」
の文法が中心となっています。生徒たちはこれらを基に独自の問題を
作り、各店舗に関する質問も考えました。
　９月１６日、生徒は一組が中野商店を訪問し、一組がヤマフクコー
ヒーとのオンラインインタビューを行い、僕の一組６人が里芋と蜂蜜
のインタビューに行きました。里芋と蜂蜜さんの中野夫婦の陽気で親
しみやすい雰囲気は、この特別授業のために楽しく自然な雰囲気を醸
し出しました。
　生徒たちはインタビューで集めた情報を活用して短いスピーチを準
備し、それぞれの店舗を紹介します。外国語教育課程の変更後、僕は
この授業で「地元愛」をもっと広報し、生徒たちが故郷に対する情熱
と愛を育み、中頓別に住む人々についてもっと知ることができるよう
にすることに重点を置くようになりました。

file. 44

This article written by Ms. Maggie

今月の担当はマギー先生
This article written by Mr. Darin

今月の担当はダリン先生
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　中頓別町では、５月初旬より希望される町民の方へのワク
チン接種を進め、９月末時点の接種率は以下のとおりになっ
ています。
　新型コロナウイルス感染症は誰でもかかる可能性のある
病気であり、特に喫煙、高血圧、糖尿病、肥満、慢性腎臓病、
COPD（慢性閉塞性肺疾患）や心血管疾患などは感染した
場合に重症化しやすいリスクとなり、中頓別町でもそのよう
なリスクを抱える方がたくさんいます。
　これまでの接種を通して、自身の体質や副反応などについて悩まれている方がた
くさんいました。町では、今後もワクチンの個別接種を継続していく予定です。
いま接種を受けるか悩まれている方、今後ワクチン接種を希望される方がいらっしゃ
いましたら、介護福祉センター、または新型コロナワクチン予約相談専用ダイヤル
まで、ぜひご相談ください。
　また、接種を終えた方も、感染予防対策への意識を持ち続けることがとても重要
です。新型コロナウイルス感染者の減少が進み、日常生活の制約を減らすことがで
きるまで、今後もみなさんにご協力いただきますよう、よろしくお願いします。

中頓別町 新型コロナワクチン接種について

File №293
今月の担当は
小野保健師

保健師さんの保健師さんの

健康宅配便健康宅配便

令和３年９月末時点

（対象者１５２３名中、１３６８名）

（対象者６５６名中、６１３名）

１２歳以上 ８９.８％１２歳以上 ８９.８％

６５歳以上 ９３.４％６５歳以上 ９３.４％

新型コロナワクチン接種率（２回目の接種を終えた方）

お問い合わせ（平日8：30～17：15）
中頓別町介護福祉センター
新型コロナワクチン予約相談専用ダイヤル

01634-6-1995
01634-6-2020



ご自宅に図書室から借りたままの本はございませ
んか？
玄関横に返却ポストを設置していますので、ご活
用ください。　
また、返却時は栞などの挟み忘れがないか確認を
お願い致します。

お　　願　　い
開館時間 … 午前１０時～午後５時
休 館 日 … 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　  年末年始
貸出期間 … ２週間（但し、雑誌は１週間）
　　　　　  冊数制限はありませんが、節度を守
　　　　　  りご利用ください。
※土日・祝日も開館しています。

利　用　案　内

貸出予約・リクエスト等、お気軽にお申し付けください。（TEL/FAX：01634-6-1170）

注　目　の　新　着　本注　目　の　新　着　本

『貝に続く場所にて』
著：石沢 麻依（講談社）

『バズとベンツはおともだち？』
作：ハイディ・マッキノン（潮出版社）

一　般　書 児　童　書

第
１
６
５
回
芥
川
賞
受
賞

コ
ロ
ナ
禍
が
影
を
落
と
す
異
国
の
街
に
、

九
年
前
の
光
景
が
重
な
り
合
う
。

静
謐
な
祈
り
を
こ
め
て
描
く
鎮
魂
の
物

語
。

お
友
達
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
だ
っ
た
ら…

。

あ
な
た
は
ど
う
す
る
？

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
お
友
達
で

す
か
？

図  書  室  だ  よ  り

新着図書（９月20日現在）

※その他、多数の本が入荷しています。
　最新情報は、図書室に一覧表を掲示していますので、ぜひご覧ください。
　また、図書室にない本は、購入リクエストや道立図書館等からの取り寄せも可能です。

◆『老いの道楽』　曾野 綾子/著
　家事や料理を道楽にして…、老いてこそ輝く人生の愉しみ方！
◆『月の淀む処』　篠 たまき/著
　怪しいのは住民全員。マンションで連鎖する狂気の事件の真相は…
◆『＃ほどほど育児』　木下 ゆーき/著
　SNSで話題沸騰中！心がふわっと軽くなる、子育ての話
◆『大事なものから捨てなさい』　中村 メイコ/著
　87歳で行き着いた、メイコ流 ｢身軽で愉快な暮らし」
◆『後列のひと‐無名人の戦後史』　清武 英利/著
　時代や組織に翻弄されつつも美しく生きた人々の物語

一般向け図書
◆『ねこまめ』　長井 理佳/文
　選ばれた子だけがもらえる不思議な豆のお話
◆『じはんきくん』　おおい じゅんこ/作・絵
　何でも自分でやりたがる「やるやる期」にぴったりの絵本！
◆『10歳のミッション』　齋藤 孝/著
　10歳の君におくる、一生ささえる31の行動
◆『出てこい、出てこい』　やまもと ゆづき/作
　家族でトイレトレーニング！兵庫県の小学生の作文が絵本に！
◆『ふしぎ駄菓子屋　銭天堂』　廣嶋 玲子/作
　不思議な駄菓子があなたの運命を翻弄する。

児童向け図書
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人のうごき
（令和3年9月30日現在）

　　世　帯　　872(-1)

　　人　口　1,644(-3)

　　　男         818(0)

　　　女         826(-3)

　 　　　(　) 内は前月対比

戸籍だより
9月 1日～ 9月 30 日受付分

（公開にご了承いただいた方

のみ掲載しています）

■　中頓別町もすっかり寒くなり、秋の様子となってきました。秋になると紅葉が綺麗になり

ますが、特に、モミジとイチョウが代表されますね。ちなみにダーウィンは、イチョウを「生

きた化石」と呼んでいます。なぜ、この様に言われるのかというと地球上で植物が繁茂

したのがジュラ紀（1億 5 千年前）で、このころの植物で現存しているのがイチョウだけ

であるからみたいです。恐竜も見ていたであろう紅葉の姿を楽しんでみましょう。
【さこん】

婚姻に係る人口の異動はあ

りませんでした。

うぶごえ

字中頓別　佐藤　颯星くん
 （柊斗さんの子　9月 14 日生）
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そうせい

おくやみ
字中頓別　工藤　芳廣さん

 （75 歳　9月 14 日）

南宗谷消防組合 中頓別支署

警防グループ

消防士　
なかやま

中山 
たかひと

貴仁

新規職員の紹介 (令和３年１０月１日付）

出  身  地　旭川市

趣　 　味　カフェ巡り

好きな物　コーヒーが好きです。

一　 　言

まだ、慣れないですが、中頓別町の町

民の皆さんに早く貢献できるように頑

張りたいと思いますので、よろしくお

願いします。


